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全体概要 

 

1．実証対象技術の概要 

1.1 原理及び技術の目的（環境保全・改善効果） 

（1）原理 

ロータリブロワは 2つのインペラがケーシング内壁およびインペラ相互間に僅かな隙間を

保って、非接触で回転している為、その隙間から気体が低圧側に逆流する現象が発生する。

この逆流する量を漏れ量と言い、漏れ量は隙間の総面積に応じて増減する。実証試験対象機

は内部隙間の縮小によって漏れ量が最小限化され、更に回転速度の最適化(高速回転)と合

わせて容積効率が向上し、大幅な消費電力の削減を達成している。 

（2）目的 

水処理施設に用いられる曝気用ブロワの省エネ技術(消費電力量の削減) 

実証試験対象機は主に、標準活性汚泥法を採用した下水処理施設において曝気用ブロワと

して使用される。当製品は独自のインペラ形状“RiS-brid”曲線と非接触回転隙間、並びに

回転速度の最適化などにより弊社従来品と比較して平均 10%、最大 30%の省エネ性能を実

現している。 

 

 

 

  

実証対象技術 公共用水処理省エネ型ロータリブロワ「TBS/RSHシリーズ」 

 

 

実証申請者 

所在地 

（会社名称）大晃機械工業株式会社 

（所在地）山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 209-1 

実証機関  

所在地 

（会社名称）一般財団法人 省エネルギーセンター 

（所在地）東京都港区芝浦 2丁目 5番地 11号 五十嵐ビルディング 

実証期間 令和 5年 9月 26日～令和 5年 9月 27日 

技術の目的 実証試験対象機は水処理施設の曝気用ブロワとして使用され、従来機

と比較して消費電力を抑えることで環境保全・改善効果を示す。 

RoHS 指令に準拠し、ボルトは 3 価クロムメッキ品を使用し、指定対

象物質を含まない。プーリ側ベアリングはグリス封入式を採用し、グ

リスの漏洩による機器周辺の環境汚染の懸念を解消した。 

サイレンサに使用するフィルタはステンレス製を採用し、エアー洗浄 

などにより再利用が可能となり廃棄物の抑制、環境負荷軽減を実現し

た。 
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図 1 実証試験は対象機の外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 独自のインペラ形状“RiS-brid”曲線と非接触回転隙 

 

 

  

本体外観(TBS-65) 
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1.2 機器の構成及び仕様等 

 

（１）機器の構成 

 ロータリブロワは、外形寸法図(標準図)を図 3 に示すようにブロワを駆動するモータ、モ

ータ動力をブロワに伝達するプーリとＶベルト、フィルタを内蔵したサイレンサ、共通ベース

（架台）から構成される。 

 

（２）仕様 

 

図 3 ロータリブロワの外形寸法図 

 

吐出圧力:10～60kPaG(吸込圧力:0kPa-G 時) 

最高吐出温度:100℃ 

回転数範囲 

TBS-50: 1,030 rpm～3,060 rpm  

TBS-65: 1,080 rpm～3,060 rpm 

TBS-80: 1,020 rpm～2,940 rpm  

TBS-100:1,040 rpm～2,780 rpm 

TBS-125:1,040 rpm～2,470 rpm  

TBS-150:  930 rpm～2,370 rpm 

 



 

気候変動対策技術領域 (令和５年度) 

実証番号 １４０-２３０３ 大晃機械工業株式会社 

   公共用水処理省エネ型ロータリブロワ「TBS/RSHシリーズ」 

 

6 

 

1.3 技術の特徴（メリット）等 

実証試験対象機は水処理施設の曝気用ブロワとして使用され、従来機と比較して消費電力を

抑えることで環境保全・改善効果が期待できる。 

副次効果として RoHS 指令に準拠している。ボルトは 3 価クロムメッキ品を使用し指定対象

物質を含まない。プーリ側ベアリングはグリス封入式を採用することでグリスの漏洩による

機器周辺の環境汚染を解消した。更にサイレンサに使用するフィルタはステンレス製を採用

し、エアー洗浄などにより再利用が可能となり廃棄物の抑制、環境負荷の軽減を実現する。 

1.4 設置条件及びコスト等 

仕様流体：空気(常温)  

吸込圧力：大気圧  

吐出温度：100℃以下とする。 

 

2．実証の概要 

2.1 実証の目的 

下水処理施設に用いられる曝気用ブロワ用の消費電力を削減した実証試験対象機が、従来機

機と比べて消費電力が削減されていることを確認する。 

 

2.2 性能を示す項目及びその定量的値(実証項目及び実証する性能値) 

実証項目 分析及び測定方法 実証する性能を示す値 

年間消費電力の省エ

ネ性 

 

JIS B 8341 に準じて、実証試験要領書

の通り各実証項目を測定する。  

測定結果を基にして年間消費電力を求

め、従来品との比較を行う。 

従来機との省エネ性が

10％以上あることを確

認する。 

 

2.3 実証(試験)場所 

 

2.4 実証期間 
 

住所 〒742-1511 山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 209-1 

実証(試験)場所 

所有者 

大晃機械工業株式会社 第 2検査工場 

代表取締役社長 木村 晃一 

最寄り駅 JR 山陽本線 田布施駅 

日  程 項  目 

令和 5年 8月 28日 第 1回技術実証検討会開催（計画作成） 

令和 5年 9月 26日～27日 従来機、申請機種の比較実証実験 

令和 5年 12月 11日 第２回技術実証検討会開催（実証実験報告） 

令和 6年 3月 5日 第３回技術実証検討会開催（報告書作成） 
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 3．試験結果と考察 

3.1実証試験結果 

実証試験対象機（TBS）の測定結果を表 1 に、従来機（SSR）の測定結果を表 2 に示す。原単位 

（m³/min/kW）は単位軸動力当たりの風量を示す 

 

表 1 実証試験対象機（TBS）の結果 

 

表 2 従来機（SSR）の結果 

風量 吸込温度 吐出温度 吐出圧力 軸動力 原単位 

m3/min ℃ ℃ kPa kW m³/min/kW 

1.84 30.2 76.0 60.0 3.17 0.58 

2.18 30.6 62.0 30.0 1.63 1.34 

2.5 30.8 48.0 10.0 0.50 5.00 

 

実証試験対象機と従来機の省エネ性を比較するために、表 1より、風量 1.84、2.18、2.50m3/min

の軸動力を求め、年間消費電力量を計算した結果を表 3 に示す。なお、年間の使用時間は稼働率

を 90％と仮定して 7,884時間（24時間 X365日 X90％）とし、モータ効率は 90％した。 

 

表 3 該当機（TBS）と従来機（SSR）の軸動力、年間消費電力量、CO2削減率 

 

 

 

風量 吸込温度 吐出温度 吐出圧力 軸動力 原単位 

m3/min ℃ ℃ kPa kW m³/min/kW 

3.04 28.4 74.0 60.0 3.97 0.77 

3.23 28.6 57.0 30.0 2.07 1.56 

3.41 28.9 46.0 10.0 0.50 6.82 

1.42 28.2 72.0 60.0 2.16 0.66 

1.63 28.5 61.0 30.0 1.08 1.51 

1.83 28.9 47.0 10.0 0.20 9.15 

機種 
風量

m3/min 

吐出圧力

kPaG 

軸動

力 kW 

原単位 m³

/min/kW 

年間消費電

力量 kWh 

CO2発

生量 t 

CO2削

減量 t 

CO2削

減率％ 

該当機

（TBS） 

1.84 60 2.63 0.70 20,729 9.08 1.87 17% 

2.18 30 1.42 1.54 11,198 4.90 0.72 13% 

2.5 10 0.33 7.58 2,580 1.13 0.60 35% 

従来機

（SSR） 

1.84 60 3.17 0.58 24,992 10.95   ― 

2.18 30 1.63 1.34 12,851 5.63   ― 

2.5 10 0.5 5.00 3,942 1.73   ― 
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3.2考察 

 今回の実証試験では、実証試験対象機 TBS と従来機 SSR において、ブロワの風量及び吐出圧

を同一条件で設定して、軸動力を計測した上で其々の年間消費電力量を算定し結果で省エネル

ギー性を評価した。 

実証試験対象機 TBSは、いずれの風量条件でも従来機 SSRより省エネルギー性が実証された。 

具体的には、1.84m3/minの風量で 17％、2.18 m3/minの風量で 13％、2,50 m3/minの風量では

35％の CO2削減率が確認され、いずれも 10％以上の削減を確認した。 
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4．参考情報 

注意： このページに示された情報は、技術広報のために全て実証申請者が自らの責任において 

申請した内容であり、環境省及び実証機関は、内容に関して一切の責任を負いません。 

4.1 製品データ 

 

4.2 その他メーカからの情報 

・グリス封入ベアリングを使用しており、グリスの点検、補充、交換が不要 

・容積効率の向上により、仕様によっては従来機種より小口径での対応が可能 

・低騒音、低振動を実現 

項 目 実証申請者又は開発者 記入欄 

製品名・型番 公共用水処理省エネ型ロータリブロワ TBS/RSH シリーズ 

製造(販売)企業名 大晃機械工業株式会社 

連 

絡 

先 

TEL／FAX TEL：0820-52-6680, FAX：0820-52-9880 

Web アドレス https://www.taiko-kk.com/jp/roots_blower/ 

E-mail t-sumioka@taiko-kk.com 

設置・導入条件 
従来機種 SSR/RSRシリーズと同等 

従来機種の基礎、配管流用の取替可能 

必要なメンテナンス 
圧力、ベルト張り、ギヤオイル量等の日常点検 

必要に応じて分解整備 

対候性と製品寿命等 従来機種 SSR/RSRシリーズと同等 

施工性 従来機種 SSR/RSRシリーズと同等 

コスト概算 

ランニングコスト 

従来機種と比較して平均 10%DOWN 

 

 



 

気候変動対策技術領域 (令和５年度) 

実証番号 １４０-２３０３ 大晃機械工業株式会社 

   公共用水処理省エネ型ロータリブロワ「TBS/RSHシリーズ」 

 

10 

 

本編 

1. 本事業の概要 

1.1 目的 

環境技術実証事業（以下「実証事業」という。）は、既に実用化された先進的環境技術の環境

保全効果、副次的な環境影響、その他、環境の観点から重要な性能（以下「環境保全効果等」

という。）を第三者が客観的に実証することにより、環境技術実証の手法・体制の確立を図ると

ともに、環境技術の利用者による技術の購入、導入等に当たり、環境保全効果等を容易に比

較・検討し、適正な選択を可能にすることにより、環境技術の普及を促進し、環境保全に寄与

し、中小企業の育成も含めた環境産業の発展に資することを目的とする。実証事業は、国際規

格である ISO14034：2016［Environmental management -- Environmental technology 

verification (ETV)：環境マネジメント－環境技術検証(ETV)］に準拠しており、国際的に統一

された枠組みで実証事業を運用している。 

 

1.2 実証の定義 

本実証事業において「実証」とは、環境技術の開発者でも利用者でもない第三者機関が、環

境技術の環境保全効果等を試験等に基づき客観的なデータとして示すことをいう。なお、環境

技術とは環境改善効果又は環境保全効果をもたらす先進的技術並びに環境に関する先進的な測

定技術と定義する。「実証」は、一定の判断基準を設けて、この基準に対する適合性を判定する

「認証」とは異なる。 

 

1.3 実証報告書の概要 

本報告書は、環境技術実証事業実施要領［環境省大臣官房総合政策課環境研究技術室：令和

５年１１月１６日］（以下「実施要領」という。）の「別紙 5 実証報告書及び実証報告書概要版

に記載する事項」及び「別紙 6 実証報告書作成要領 Ver.3.2」に基づき、作成されたものであ

る。本実証では、実施要領に基づいて実証対象技術として選定された公共用水処理省エネ型ロ

ータリブロワ「TBS/RSH シリーズ」について、以下に示す環境改善効果又は環境保全効果等を

客観的に実証した。 

・ブロワの軸動力に基づく省エネ性 

 

また、本報告書は、専門家で構成される技術実証検討会において、実証結果に基づき、実証

対象技術の環境保全効果等について検討を行った。本報告書はその実証結果を取りまとめたも

のである。 
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2. 実証体制と実証参加者の責任分掌 

実証に参加する組織及び実施体制を図 4 に示した。また、実証参加者と責任分掌を表 4 に示

した。 

実証への参加組織及び責任者等は、以下の通りである。 

○実証機関： 一般財団法人省エネルギーセンター CNソリューション部 部長 竹谷 則明          

〒108-0023 東京都港区芝浦 2-11-5 五十嵐ビルディング 

○実証申請者：大晃機械工業株式会社 

陸上事業部 技術部 ブロワ設計 Gr 住岡 那希 

       山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 209-1 

○試験実施場所：大晃機械工業株式会社 

  山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 209-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 実証に参加する組織及び実施体制 

 

 

環境省 大臣官房総合政策課環境研究技術室 

業務運営委託 

【技術実証運営・調査機関】 一般社団法人産業環境管理協会 

【実証機関】 一般財団法人省エネルギーセンター 

連携・協力 

実証等の委託 

○試験の実施協力 

〇実証対象技術の準備（運搬、設置及び撤

去等） 

〇実証に係る経費負担 

〇実証対象技術の運転及び維持管理等 

〇試験場所の提供・情報提供 

 

実証に係る 
連携・協力 

申請書送付 
・相談 

技術募集 

【申請者】 大晃機械工業株式会社  
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表 4 実証参加者と責任分掌 

区分 実証参加機関 責任分掌 参加者 

実証 

機関 

一般財団法人 

省エネルギーセンター 

実証事業の運営管理 

CN  ソリュー

ション部長 

竹谷 則明 

実証計画の策定 

技術実証検討会の設置・運営 

実証試験の実施 

実証（既存データの検証）の実施 

実証報告書の作成 

実証結果の内部監査の実施 

実証に関する経理等 

経理に係る内部監査の実施 

実証 

申請者 

大晃機械工業株式会社  

 

技術情報の提供 

陸上事業部 

技術部 

ブロワ設計 Gr 

住岡 那希 

 

既存データの情報の提供 

実証対象技術の各種情報及び維持管理 

マニュアル等の提供 

試験場所の提供 

実証対象技術の準備 

（運搬、設置及び撤去等） 

実証対象技術の運転及び維持管理等 

実証（試験）に係る費用の負担 

実証（既存データの検証）に係る費用の

負担 

試験の実施協力 

 

3. 実証対象技術の概要及び仕様 

3.1 実証対象技術の原理及び目的(環境保全・改善効果等) 

(1)原理 

実証試験対象機種の TBS シリーズは、内部で回転するインペラに当社の独自形状を採用した

他、内部隙間の改良や回転速度の最適化などを行うことにより、省エネ性能を飛躍的に高めた

空気用ロータリブロワである（図 5、図 6）。省エネ性能に大きく影響する容積効率に着目し、

基幹部品であるインペラの形状を円弧の結合形状から当社の独自形状へ変更することで、1 回

転当りの風量の増加と内部隙間の均一化を可能とした。加えて、内部隙間の改良により漏れ量

を最小限化したこと、また、回転速度の最適化により従来機種の SSRシリーズと比較して約 

1.5 倍に高めたことなどの最新技術を採用した結果、当社比で平均 10%以上の消費電力の削 

減を達成し、省エネ性や環境保全性、経済性を高い次元で実現している。 
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(2)目的 

主要ターゲットである水処理市場では、消費される電力量の約 60%がロータリブロワを含む

送風機によって消費されていることから、送風機の省エネが最重要課題となっている。 

従来機種(以下「SSR シリーズ」という)では他社と比較して QCDS の差別化要素において優

位性を確認できなかった。そこで、当社はこれらの背景に依拠して「省エネ性」を他社との差別

化要素と定め、容積効率の改善による「消費電力の削減と経済的貢献」を目的に、2015 年より

省エネ性能に特化したロータリブロワの開発を本格的に開始した。 

 

(3)特徴（従来品に対する開発品の特徴） 

企画段階で決定した 4 つの製品コンセプト(「省エネ性」、「低騒音」、「コンパクト化」、「メン

テナンス・互換性」)を評価した結果、「省エネ性」を除く 3 つは当社が持つ固有技術では他社

との差別化が困難な状況であったが、「省エネ性」は 従来機の SSR シリーズと比較してほぼ同

じであったことから、「省エネ性」に関連する要素技術の改善により差別化が可能であることを

確認した。 

「省エネ性」を向上するには、インペラ形状の変更、内部隙間の改良、回転速度の最適化が主

な改善項目として挙げられるが、その中でも内部隙間の改良を重点的に実施した結果、当社比で

平均 10%以上、最大で 30%以上の消費電力の削減を達成するとともに、資料集で示すように、他

社における同等の性能を有する機種と比較しても、平均 17.9%、最大 32.8%と高い省エネ性を確

認することができた。 

なお、他社比較は、各社のカタログ値と TBSのカタログ値を比較して行った。要求仕様を設定

し、それに近い機種の風量と軸動力の値から、原単位（風量/軸動力）を求め、さらに TBSの風

量と同じ風量（換算風量）に原単位を掛けて、軸動力（換算軸動力）を求めた。年間消費電力は、

モータ効率を 90％として、年間使用時間は 7884時間（365日 X 24時間 X 90%）として求めた。 

  

図 5 ロータリブロワの外観 図 6 ロータリブロワ(３葉)断面構造 
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3.2 実証対象技術の仕様 

（1）実証対象技術の設置状況、処理量又は負荷の容量、大きさ、重量等 

（2）主な消耗品、消耗材、電力等消費量 

（3）生成物の特性と発生頻度、取り扱い時の注意事項 

（4）実証対象技術の維持管理に必要な作業項目・技能 

仕様を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 7 既存製品との比較(インペラ形状) 
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4. 試験場所(又はその他の条件)等の概要 

4.1 試験場所の情報 

試験実施場所を以下に示す。 

 

実証（試験）場所 
大晃機械工業株式会社 本社工場敷地内 
山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 209-1 

実証（試験）場所 
の各種情報等 

 第 2検査工場 

 

4.2 試験時の試験方法及び条件 

下水処理施設に用いられる曝気用ブロワ用の消費電力を削減した実証試験対象機が、従来機

に比べて消費電力が削減されていることを確認する。 

 

4.3 試験時の実証対象技術の全体構成 

試験時の実証対象技術の全体構成として、評価設備の概要図を図 8 に、実験状況を図 9 に示

す。実証実験は、該当機である TBS－65と従来機（SSR-65）の２機種で行った。 
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図 1 実証実験設備概の概要図 

図 8 評価設備の概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（A）実証試験対象機（TBS）            (B) 従来機（SSR） 

図 9 実証試験の状況 

5. 実証方法 

5.1 実証全体のスケジュール 

 

 

  

日  程 項  目 

令和 5年 8月 28 日 第 1回技術実証検討会開催（計画作成） 

令和 5年 9月 26日～27日 従来機、申請機種の比較実証実験 

令和 5年 12月 11 日 第２回技術実証検討会開催（実証実験報告） 

令和 6年 3月 5 日 第３回技術実証検討会開催（報告書作成） 
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5.2 実証項目、実証する性能 

(1) 実証項目、実証する性能 

 実証項目は年間消費電力の省エネ性で、JIS B 8341 に準じて、実証試験要領書の通り各実証

項目を測定し、測定結果を基にして年間消費電力を求め、従来品との比較を行う。実証する性

能は、従来機との省エネ性が 10％以上あることとする。 

 

(2) 実証試験の実施手順 

a. 試験設備の確認 

試験設備を実証機関監督者が下記の確認要領に従い確認し、試験実施の正当性判断を行

う。 

a-1 実証機器: 実証機器の目視確認、取付状況の確認 

a-2 試験設備 :計測機の数・取付位置の確認、校正状況(時期、証明書)の確認 

a-3 実験条件 :実験環境(温湿度)の確認、実験・記録条件(時間、数、間隔)の確認 

a-4 実験状況 :実験内容が事前に定めた内容に沿っていることの確認 

b. 試験の準備 

下記の手順で試験設備を起動し、運転状態における試験試験条件の準備を確認する。 

b-1 起動前点検・確認 

● V ベルトのゆるみ、ひび割れ等の破損がない事を確認 

● 各機器がしっかり固定されているかを確認 

● 配線の結線間違い、ゆるみがない事を確認 

● 圧力調整弁が解放されていることを確認 

● オイルが適正量補充されていることを確認 

b-2 電源の接続・起動、安定状態の確認 

● 電源に直接接続し、実験装置を起動し、安定状態を確認 

● 状態が落ち着くまで無負荷運転を行い、異音等の異常がない事を確認 

 

c. 試験の実施 

実証試験は下記の要領で吐出圧力、回転数を順次変更して行う。 

ｃ-1 回転速度の調整 

モータ側プーリを変更してブロワ回転数を変え、2水準で回転数の高い順に計測する。 

1970rpm、1,080rpm 

c-2 吐出圧力の調整 

圧力計又は水銀マノメータを使用し、3水準で圧力の高い順に計測する。 

c-3 上記条件で状態が安定し、各部の温度がほぼ一定になるまで運転する。 
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c-4 回転速度の計測 

モータ、ブロワの回転速度は回転速度計を使用して計測・記録する。 

c-5 風量の計測 

  オリフィス流量計を用いてオリフィス板の前後差圧をマノスタ-ゲージで計測・記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ-6 入力の計測 

モータに接続された電圧計、電流計、電力計の値を計測し、記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 ブロワのモータに接続した電圧計、電流計、電力計 

 

ｃ-7 温度の計測 

ブロワ吐出温度及び計測雰囲気の乾球・湿球温度を計測・記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 吐出圧力計 図 11 軸回転速度計 図 12 マノスタ―ゲージ 

図 14 ブロア吐出温度計 図 15 測定雰囲乾球・湿球温度計 
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c-8 吐出圧力の変更 

60kPa-G、30kPa-G、10kPa-Gの 3水準で変更・調整を実証試験が終了するまで繰り返す。 

c-9 回転数の変更 

1,970 rpm、1,080 rpmの 2水準で変更・調整を実証試験が終了するまで繰り返す。 

 

ｄ. 試験終了 

  実証実験の終了は下記の要領で行う。 

d-1 終了前準備 

  すべての吐出圧及び回転数の条件で実証試験が終了した時点で圧力調節弁を開放する。 

d-2 実証試験の終了 

  実証試験機、測定計器等の電源を遮断する。 

 

5.3 試験時の実証対象技術の全体構成 

(1) ブロワの性能評価と評価設備 

試験時の実証対象技術の全体構成として、評価設備の概要図を図 16に示す。実証実験は、実

証試験対象機である TBS-65と従来機（SSR-65）の２機種で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 実証実験設備概の概要図 

 

図 16 評価設備の概要図 

 

 

 

 

 

 

 



 

気候変動対策技術領域 (令和５年度) 

実証番号 １４０-２３０３ 大晃機械工業株式会社 

   公共用水処理省エネ型ロータリブロワ「TBS/RSHシリーズ」 

 

20 

 

6. 試験結果 

6.1 実証試験結果 

実証試験対象機（TBS）の測定結果を表 5に、従来機（SSR）の測定結果を表 6に示す。 

実証試験対象機と従来機の省エネ性を比較するために、表 5より、風量 1.84、2.18、2.50m3/min

の軸動力を求め、年間消費電力量を計算した結果を表 7 に示す。 

具体的には、1.84m3/minの風量で 17.1％、2.18 m3/minの風量で 12.9％、2,50 m3/minの風量で

は 34.6％の省エネルギー性が確認された。 

 

表 5 実証試験対象機（TBS-65）の結果 

 

表 6 従来機（SSR-65）の結果 

風量 吸込温度 吐出温度 吐出圧力 軸動力 原単位 

m3/min ℃ ℃ kPa kW m³/min/kW 

1.84 30.2 76.0 60.0 3.17 0.58 

2.18 30.6 62.0 30.0 1.63 1.34 

2.5 30.8 48.0 10.0 0.50 5.00 

 

実証試験対象機と従来機の省エネ性を比較するために、表 5より、風量 1.84、2.18、2.50m3/min

の軸動力を求め、年間消費電力量、CO2発生量、CO2削減率を計算した結果を表 7 に示す。また、

風量と原単位の関係を図 17 示す。なお、原単位（m³/min/kW）は風量を軸動力で割った値であり、

単位軸動力当たりの風量を示す。 

なお、年間使用時間は 7884 時間（365 日 X 24 時間 X 90%）とした。また、電力換算係数は

0.438kg/kWhを用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

風量 吸込温度 吐出温度 吐出圧力 軸動力 原単位 

m3/min ℃ ℃ kPa kW m³/min/kW 

3.04 28.4 74.0 60.0 3.97 0.77 

3.23 28.6 57.0 30.0 2.07 1.56 

3.41 28.9 46.0 10.0 0.50 6.82 

1.42 28.2 72.0 60.0 2.16 0.66 

1.63 28.5 61.0 30.0 1.08 1.51 

1.83 28.9 47.0 10.0 0.20 9.15 
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表 7 実証試験対象機（TBS）の軸動力、年間消費電力量、CO2削減率 

機種 
風量

m3/min 

吐出圧

力 kPa 

軸動

力 kW 

原単位 m³

/min/kW 

年間消費電

力量 kWh 

CO2発

生量 t 

CO2 削

減量 t 

CO2削

減率％ 

該当機

（TBS） 

1.84 60 2.63 0.70 20,729 9.08 1.87 17% 

2.18 30 1.42 1.54 11,198 4.90 0.72 13% 

2.5 10 0.33 7.58 2,580 1.13 0.60 35% 

従来機

（SSR） 

1.84 60 3.17 0.58 24,992 10.95   ― 

2.18 30 1.63 1.34 12,851 5.63   ― 

2.5 10 0.5 5.00 3,942 1.73   ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 風量と原単位の測定結果 

 

6.2 実証対象機と従来機との性能比較 

 実証試験対象機 TBS-65が従来機 SSR-65よりも省エネルギー性が 10％以上あることが実証実

験でわかった。TBSは、TBS-50、TBS-65、TBS-80、TBS-100、TBS-125、TBS-150がある。そこ

で、どの範囲まで、従来機 SSRより、10％の省エネ性があるのか、出荷時のデータで比較を行

った結果を図 18から図 23に示す。赤い実線が、従来機 SSRのデータであり、赤い破線が、

10％削減したデータ（原単位を 0.9で割った値）で、青い実線が実証対象機 TBSのデータを示

す。なお、吐出圧力は 10kPa、30kPa、60kPaである。ここで、赤い破線が、青い実線よりも下

方に在れば、10％の省エネ性がある事を示す。 
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 図 18 SSR-TBS（50）は赤い破線が青い破線よりも下方にあり、10％の省エネ性がある。 

 図 19 SSR-TBS（65）は赤い破線が青い破線よりも下方にあり、10％の省エネ性がある。 

 図 20 SSR-TBS（80）は赤い破線が青い破線よりも下方にあり、10％の省エネ性がある。 

 図 21 SSR-TBS（100）は赤い破線が青い破線よりも下方にあり、10％の省エネ性がある。 

 図 22 SSR-TBS（125）は赤い破線が青い破線よりも下方にあり、10％の省エネ性がある。 

 図 23 SSR-TBS（150）は赤い破線が青い破線よりも一部上方にあり、10％の省エネ性がある

とは言えない。 

 以上の通り、TBS-50から TBS-125までは、SSRよりも 10％の省エネ性があると言えるが、

TBS-150は SSR-150と 10％の省エネ性を示すことができなかった。このことから、ETVの範囲

は TBS-50から TBS-125まで判断する。なお、RSHは TBSの OEM版であり、同様に RSH-50から

RSH-125までが ETVの範囲と判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図 18 SSR-TBS（50）の流量と原単位の関係 
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         図 19 SSR-TBS（65）の流量と原単位の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図 20 SSR-TBS（80）の流量と効率の関係 
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           図 21 SSR-TBS（100）の流量と効率の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             図 22 SSR-TBS(125)の風量と効率の関係 
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図 23 SSR-TBS(150)の風量と効率の関係 

 

 

7. 試練結果に基づく実証試験(まとめ) 

今回の実証試験では、実証試験対象機 TBSと従来機 SSRにおいて、ブロワの風量及び吐出圧

を同一条件で設定して、軸動力を計測した上で其々の年間消費電力量を算定した結果を用いて

省エネルギー性を評価した。実証試験対象機 TBSは、いずれの風量条件でも従来機 SSRより省

エネルギー性が実証された。 

なお、ETVの範囲は出荷時のデータより、TBS-50、TBS-80、TBS-100、TBS-125が従来機の

SSRよりも 10％以上軸動力が少なくなっており、CO2削減率も 10％以上あることが分かり、ETV

の範囲と判断する。なお、RSHは TBSの OEM版であり、同様に RSH-50から RSH-125までが ETV

の範囲と判断する。 
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付録 

 

1. 専門用語 

本事業が独自に定める用語を表 8に示す。 

 

表 8 本実施事業に関わる定義 

 

用 語 定 義 

容積形圧縮機 
可動部の行程によってガスを密閉した空間へ吸込み及び吐出しするこ

とによって静圧上昇を得る機械 

すき間容積 圧縮行程終了時の圧縮室の残存容積 

すき間容積比 該当する段における行程容積とすき間容積との比 

回転速度 駆動軸の単位時間当たりの回転数 

ゲージ圧力 大気圧を基準として測定された圧力 

吸込温度 圧縮機の標準吸込点における全温度 

吐出し温度 圧縮機の標準吐出し点における全温度 

周囲の空気温度 圧縮機の影響を受けない設置場所における圧縮機近傍の大気の全温度 

圧縮機の実体積流量 
標準吐出し点において吐出される圧縮ガスの実体積流量。標準吸込点で

の全温度，全圧及び組成（例えば，湿度）条件に換算した値 

軸動力 圧縮機の駆動軸で必要とする動力、機械損失と内部動力との合計 
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2. 品質管理に関する事項の情報 

 

実証が適切に実施されていることを確認するため本実証で得られたデータの品質監査は、実

証 機関が定める品質マネジメントシステムに従い、実証期間中に本実証から独立している

部門による内部監査を行った。 

内部監査の実施状況の概要を表 9に示す。 

 

表 9 内部監査の実施概要 

内部監査実施日 令和 6年  2月 22 日（木） 

内部監査実施者 温室効果ガス検証業務室 

被監査部署 CNソリューション部 

内部監査結果 
内部監査を実施した。品質管理システムの要求事項に適合し，

適切に実施，維持されていた。 
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資料編 

他社カタログ比較 

 

  

要求仕様 型式 風量 軸動力 原単位 換算風量 換算軸動力 年間消費電力 年間消費電力差 年間CO₂ 省エネ性

TBS-50 2.49 m³/min 0.9 kW 2.77 m³/min/kW 2.49 m³/min kW 7,884 kWh - 3.5 t-CO₂ -

A社 2.59 m³/min 1.1 kW 2.35 m³/min/kW 2.49 m³/min 1.1 kW 9,264 kWh -1,380 kWh 4.1 t-CO₂ 14.9 %

B社 2.61 m³/min 1.2 kW 2.18 m³/min/kW 2.49 m³/min 1.1 kW 10,029 kWh -2,145 kWh 4.4 t-CO₂ 21.4 %

C社 2.67 m³/min 1.05 kW 2.54 m³/min/kW 2.49 m³/min 1.0 kW 8,578 kWh -694 kWh 3.8 t-CO₂ 8.1 %

TBS-65 3.23 m³/min 0.9 kW 3.59 m³/min/kW 3.23 m³/min 0.9 kW 7,884 kWh - 3.5 t-CO₂ -

A社 3.26 m³/min 1.3 kW 2.51 m³/min/kW 3.23 m³/min 1.3 kW 11,283 kWh -3,399 kWh 4.9 t-CO₂ 32.8 %

B社 3.26 m³/min 1.2 kW 2.72 m³/min/kW 3.23 m³/min 1.2 kW 10,415 kWh -2,531 kWh 4.6 t-CO₂ 27.2 %

C社 3.15 m³/min 1.2 kW 2.63 m³/min/kW 3.23 m³/min 1.2 kW 10,779 kWh -2,895 kWh 4.7 t-CO₂ 29.6 %

TBS-80 5.41 m³/min 1.5 kW 3.61 m³/min/kW 5.41 m³/min 1.5 kW 13,140 kWh - 5.8 t-CO₂ -

A社 5.46 m³/min 2.0 kW 2.73 m³/min/kW 5.41 m³/min 2.0 kW 17,360 kWh -4,220 kWh 7.6 t-CO₂ 24.3 %

B社 5.29 m³/min 1.9 kW 2.78 m³/min/kW 5.41 m³/min 1.9 kW 17,022 kWh -3,882 kWh 7.5 t-CO₂ 22.8 %

C社 5.38 m³/min 1.91 kW 2.82 m³/min/kW 5.41 m³/min 1.9 kW 16,825 kWh -3,685 kWh 7.4 t-CO₂ 21.9 %

TBS-100 8.89 m³/min 2.3 kW 3.87 m³/min/kW 8.89 m³/min 2.3 kW 20,148 kWh - 8.8 t-CO₂ -

A社 8.52 m³/min 3.2 kW 2.66 m³/min/kW 8.89 m³/min 3.3 kW 29,249 kWh -9,101 kWh 12.8 t-CO₂ 31.1 %

B社 8.60 m³/min 2.9 kW 2.97 m³/min/kW 8.89 m³/min 3.0 kW 26,261 kWh -6,113 kWh 11.5 t-CO₂ 23.3 %

C社 該当機種無し 0

要求仕様 型式 風量 軸動力 原単位 換算風量 換算軸動力 年間消費電力 年間消費電力差 年間CO₂ 省エネ性

TBS-50 2.37 m³/min 1.8 kW 1.32 m³/min/kW 2.37 m³/min 1.8 kW 15,768 kWh - 6.9 t-CO₂ -

A社 2.16 m³/min 1.9 kW 1.14 m³/min/kW 2.37 m³/min 2.1 kW 18,262 kWh -2,771 kWh 8 t-CO₂ 13.7 %

B社 2.21 m³/min 2.0 kW 1.11 m³/min/kW 2.37 m³/min 2.1 kW 18,789 kWh -3,356 kWh 8.2 t-CO₂ 16.1 %

C社 2.29 m³/min 2.14 kW 1.07 m³/min/kW 2.37 m³/min 2.2 kW 19,401 kWh -4,037 kWh 8.5 t-CO₂ 18.7 %

TBS-65 3.43 m³/min 2.4 kW 1.43 m³/min/kW 3.43 m³/min 2.4 kW 21,024 kWh - 9.2 t-CO₂ -

A社 3.65 m³/min 2.9 kW 1.26 m³/min/kW 3.43 m³/min 2.7 kW 23,873 kWh -4,210 kWh 10.5 t-CO₂ 15.3 %

B社 3.46 m³/min 2.8 kW 1.24 m³/min/kW 3.43 m³/min 2.8 kW 24,315 kWh -4,720 kWh 10.7 t-CO₂ 16.8 %

C社 3.46 m³/min 2.99 kW 1.16 m³/min/kW 3.43 m³/min 3.0 kW 25,965 kWh -6,630 kWh 11.4 t-CO₂ 22.1 %

TBS-80 4.61 m³/min 3.1 kW 1.49 m³/min/kW 4.61 m³/min 3.1 kW 27,156 kWh - 11.9 t-CO₂ -

A社 4.64 m³/min 3.6 kW 1.29 m³/min/kW 4.61 m³/min 3.6 kW 31,332 kWh -4,640 kWh 13.7 t-CO₂ 13.3 %

B社 4.74 m³/min 3.7 kW 1.28 m³/min/kW 4.61 m³/min 3.6 kW 31,523 kWh -4,850 kWh 13.8 t-CO₂ 13.8 %

C社 4.77 m³/min 4.04 kW 1.18 m³/min/kW 4.61 m³/min 3.9 kW 34,203 kWh -7,830 kWh 15 t-CO₂ 20.6 %

TBS-100 8.61 m³/min 5.6 kW 1.54 m³/min/kW 8.61 m³/min 5.6 kW 49,056 kWh - 21.5 t-CO₂ -

A社 8.71 m³/min 6.7 kW 1.3 m³/min/kW 8.61 m³/min 6.6 kW 58,018 kWh -9,960 kWh 25.4 t-CO₂ 15.4 %

B社 8.88 m³/min 6.7 kW 1.33 m³/min/kW 8.61 m³/min 6.5 kW 56,908 kWh -8,730 kWh 24.9 t-CO₂ 13.8 %

C社 8.84 m³/min 6.71 kW 1.32 m³/min/kW 8.61 m³/min 6.5 kW 57,250 kWh -9,110 kWh 25.1 t-CO₂ 14.3 %

要求仕様 型式 風量 軸動力 原単位 換算風量 換算軸動力 年間消費電力 年間消費電力差 年間CO₂ 省エネ性

TBS-50 1.99 m³/min 2.9 kW 0.69 m³/min/kW 1.99 m³/min 2.9 kW 25,404 kWh - 11.1 t-CO₂ -

A社 2.16 m³/min 3.5 kW 0.62 m³/min/kW 1.99 m³/min 3.2 kW 28,247 kWh -2,843 kWh 12.4 t-CO₂ 10.1 %

B社 2.00 m³/min 3.4 kW 0.59 m³/min/kW 1.99 m³/min 3.4 kW 29,635 kWh -4,231 kWh 13 t-CO₂ 14.3 %

C社 1.91 m³/min 3.78 kW 0.51 m³/min/kW 1.99 m³/min 3.9 kW 34,500 kWh -9,096 kWh 15.1 t-CO₂ 26.4 %

TBS-65 2.53 m³/min 3.6 kW 0.7 m³/min/kW 2.53 m³/min 3.6 kW 31,536 kWh - 13.8 t-CO₂ -

A社 2.65 m³/min 4.1 kW 0.65 m³/min/kW 2.53 m³/min 3.9 kW 34,290 kWh -2,754 kWh 15 t-CO₂ 8.0 %

B社 2.57 m³/min 4.2 kW 0.61 m³/min/kW 2.53 m³/min 4.1 kW 36,219 kWh -4,683 kWh 15.9 t-CO₂ 12.9 %

C社 2.48 m³/min 4.85 kW 0.51 m³/min/kW 2.53 m³/min 4.9 kW 43,343 kWh -11,807 kWh 19 t-CO₂ 27.2 %

TBS-80 3.81 m³/min 5.2 kW 0.73 m³/min/kW 3.81 m³/min 5.2 kW 45,552 kWh - 20 t-CO₂ -

A社 3.77 m³/min 5.5 kW 0.69 m³/min/kW 3.81 m³/min 5.6 kW 48,691 kWh -3,139 kWh 21.3 t-CO₂ 6.4 %

B社 3.71 m³/min 5.6 kW 0.66 m³/min/kW 3.81 m³/min 5.8 kW 50,378 kWh -4,826 kWh 22.1 t-CO₂ 9.6 %

C社 3.65 m³/min 6.2 kW 0.59 m³/min/kW 3.81 m³/min 6.5 kW 56,693 kWh -11,141 kWh 24.8 t-CO₂ 19.7 %

TBS-100 7.42 m³/min 9.5 kW 0.78 m³/min/kW 7.42 m³/min 9.5 kW 83,220 kWh - 36.5 t-CO₂ -

A社 7.79 m³/min 11.3 kW 0.69 m³/min/kW 7.42 m³/min 10.8 kW 94,286 kWh -11,066 kWh 41.3 t-CO₂ 11.7 %

B社 7.85 m³/min 11.4 kW 0.69 m³/min/kW 7.42 m³/min 10.8 kW 94,394 kWh -11,174 kWh 41.3 t-CO₂ 11.8 %

C社 7.92 m³/min 12.4 kW 0.64 m³/min/kW 7.42 m³/min 11.6 kW 101,767 kWh -18,547 kWh 44.6 t-CO₂ 18.2 %

※1_年間消費電力量(kWh)=軸動力(kW)×運転時間(24時間×365日)×100/モータ効率(%)　(モータ効率：90％) 平均 17.9

※2_年間CO2は年間消費電力を電気事業者別のCO2排出係数0.000438(t-CO2/kWh)で換算した値 最大 32.8

※3_原単位は単位軸動力当たりの風力で風量を軸動力で割った値です。（m³/min/kW） 最小 6.4

吸込風量:7.2m³/min

吐出圧力:60kPa

吸込風量:2.4m³/min

吐出圧力:10kPa

吸込風量:3.1m³/min

吐出圧力:10kPa

吸込風量:5.2m³/min

吐出圧力:10kPa

吸込風量:8.5m³/min

吐出圧力:10kPa

吸込風量:2.1m³/min

吐出圧力:30kPa

吸込風量:3.4m³/min

吐出圧力:30kPa

吸込風量:4.6m³/min

吐出圧力:30kPa

吸込風量:8.6m³/min

吐出圧力:30kPa

吸込風量:1.9m³/min

吐出圧力:60kPa

吸込風量:2.4m³/min

吐出圧力:60kPa

吸込風量:3.6m³/min

吐出圧力:60kPa
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公共用水処理省エネ型ロータリブロワ「TBS シリーズ」のカタログ 
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